
海上空港のある花と史跡のまち 昭和59年8月1日 Nω07

-人口の動き
(前月比〉

人口計 68.ワ62 +ワ5
男 33.061 +62 
女 36.ワ01 +13 

世帯数 20.472 + 26 
ワ月1日現在

市政だより

マ富田 お@ふGL10ω
一親子陶芸教室 ワ月22日(三彩の里)一

三彩の里のお兄さんやお姉さんに教えてもらって 花瓶や皿などを作りました

最後には qろくろb にも挑戦 あまリうまくできなかったけどおもしろかったよ

あっという聞に一日が過ぎ楽しかったな この調子で夏休みも頑張ります
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(2) ら

~\)~ (!)d 

むおお川1川川l川川山i“山"川11州i“刷川川川"川川"川"

⑧ ⑧  
弐ム
!Il包Y汐も~\)~(!)d

花
火
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
何

が
必
要
で
し
ょ
う
か
、

一
つ
ず
つ
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

字
決
②
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

③
ロ
ウ
ソ
ク
や
蚊
取
り
線
香

④
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ

足
り
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

1
つ
あ
り
ま
す
。
⑤
と
し
て
「
大
人
」

を
加
え
て
く
だ
さ
い
。
花
火
を
子
供

だ
け
で
す
る
の
は
、
危
険
で
す
。

米
説
明
書
き
を
読
む
米
米

火
を
つ
け
て
み
な
け
れ
ば
、
花
火

が
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
|
|
こ
れ
で
は
困
り
ま
す
。

火
を
つ
け
る
前
に
、
説
明
書
き
を

読
ん
だ
り
、
屈

の
人
に
聞
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

花
火
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
使
い

方
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
線
香

花
火
は
持

っ
て

遊
ぶ
花
火
で
す
。

ね
ず
み
花
火
は

地
面
に
置
い
て

遊
び
ま
す
。
筒

に
な
っ
て
い
る

打
ち
上
げ
花
火

は
地
面
に
立
て
、

ロ
ケ
ッ
ト
花
火

は
細
口
の
ピ
ン

に
立
て
ま
す
。

よは t也
う、面
O 佳~や
れ細
な口
いの
よピ
フン
に lこ
注立
意て
しる
まと
しき

二
場
所
を
選
ぶ
掛
米

近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
な
い

か
、
ロ
ケ

ッ
ト
花
火
が
倒
れ
た
と
き

な
ど
に
、
逃
げ
場
は
あ
る
か
な
ど
を

考
え
て
場
所
を
選
び
ま
す
。
線
香
花

火
な
ら
庭
の
片
す
み
で
も
で
き
ま
す

が
、
空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き

出
す
花
火
を
す
る
と
き
は
広
々
と
し

た
所
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
ど
ん
な
に
広
々
と
し
た
場

所
で
も
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
風
で
火
花
が
散
っ

て
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

米
火
は
ロ
ウ
ソ
ク
か

政
取
り
線
香
で
つ
け
る
米
者

導
火
線
の
あ
る
花
火
は
蚊
取
り
線

香
の
火
を
使
い
、
持

っ
て
遊
ぶ
花
火

は
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
使
い
ま
し
ょ

う
。
火
花
が
、
火
を
つ
け
た
人
の
手

に
か
か
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
火

を
つ
け
る
と
き
は
一
人
ず
つ
順
番
に
。

VT
燃
え
が
ら
は

す
ぐ
水
の
中
に
v
t

米

花
火
を
す
る
と
き
は
、
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
ポ

リ
バ
ケ
ツ
よ
り
も
ブ
リ
キ
の
バ
ケ
ツ

の
ほ
う
が
安
心
で
す
。
燃
え
つ
き
た

花
火
や
マ

ッ
チ
は
こ
の
中
に
。
後
片

づ
け
も
楽
で
す
。

aι 

国
民
年
金
の
還
元
融
資
で
整
備
が
進
む

簡

易

*

道

三
浦
地
区
と
鈴
田
地
区
の

簡
易
水
道
施
設
を
統
合
す
る

一

こ
と
に
よ
り
、
コ
一
浦
地
区
の

水
源
確
保
を
目
的
と
し
て
、

よ
り
合
理
的
で
衛
生
的
な
水

道
事
業
を
経
営
す
る
た
め
に
、

昭
和
田
年
度
か
ら
3
か
年
計

画
で
施
工
中
で
す
が
、
日
年

度
事
業
費
の

一
部
を
国
民
年

金
積
立
還
元
融
資

(
3
2
8

0
万
円
)
を
受
け
て
工
事
を

完
了
し
ま
し
た
。

か
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
4

ご協力ください)(工事中ご迷惑をおかけし ますが、

-9月1日から- ~: 
該当する地区は、南部大村地区簡易水道(三う

浦、鈴田)および上部大村地区簡易水道地域で、 j
上水道と同一料金になります。 j 

簡易水道の
料金が変わり

¥ ます

区分 71< 量 料金

ま料金 Zよ月E 
5立方メートルまで 640円

5立方メート ルを超え
980円

10立方メー トルまで

超過1方メ1 E 

10立方メート ルを超え
160円

30立方メートルまでの部分

30立方メートルを超え
170円料 |に

50立方メートルまでの部分
トつ
金jレき 50立方メート ルを超える部分 180円

制

来
を
従
で
は
ま
で
ル
ま
ト
ル
一
ト
メ

一

方
メ
立

方
5
立
に

5

0

た

、

す

新

で

ま

で
の
り

訂
た
な

改

し
く

の
ま
安

田

し
り

今
定
よ

※
 

※下水道 お手伝い明るいくらしの

冒句



ら"'川

教
育
施
設
・
道
路
整
備
な
ど

目
白
白

g
u

得
立
っ
て
い
ま
す

簡
易
保
険
の
資
金
は
確
実
、
有
利
路
南
川
内
線

で
さ
ら
に
公
共
の
利
益
に
な
る
よ
う
防
衛
施
設
周
辺

に
運
用
す
る
こ
と
が
法
律
上
、
義
務
整
備
事
業

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
簡

易

生

命

保

古

賀

島

町

沖

険
資
金
は
地
方
債
な
ど
へ
の
融
資
を
回
線
、
上
小

通
じ
て
、
み
ん
な
の
暮
し
に
役
立
つ
路
大
多
武
線
、

て
い
ま
す
。

今
津
排
水
路

|
昭
和
問
年
度
の
事
業
で
資
金
の
公
園
整
備

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の
|
池
田
湖
公
園

義

務

教

育

施

設

黒

丸

公

園

、

放
虎
原
小
学
校
校
舎
増
築
、
東
大
岳
の
木
場
公

村
小
学
校
体
育
館
、
鈴
田
小
学
校
園
、
長
瀬
公
園

体
育
館
、
富
の
原
小
学
校
体
育
館
な
お
、
融
資
額
は
2
億
3
3
2
0

道

路

整

備

万

円

に

な

っ
て
い
ま
す
。

田
の
平
線
、
坂
口
皆
同
線
、
本
小

む

無

料

登

記

相

談

昆
」
草
r

努
庁

c
b
-
7
λ
ま
す

4
t
百
号
基
伝
言
r
-
{
4守、，
C
4
2
t
l
v
=
c
-
4

ー

毎

月

第

2
金

曜

日

・

午

前

中

|

土
地
や
建
物
の
相
続
、
土
地
を
よ
び
市
役
所
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

売
買
す
る
場
合
の
分
筆
な
ど
不
動
で
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
関
係
の
登
記
に
つ
い
て
相
談
し
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
い
人
は
、
大
村
裁
判
所
前
長
崎
相
談
日
毎
月
第
2
金
曜
日

地
方
法
務
局
周
辺
の
司
法
書
士
ま
午
前
9
時
初
八
刀

1
正
午

た
は
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
お

おお市政だより(3) 

(鈴田小学校体育館)

fp」

「
保
時
限
証
を

保
険
証
は
、
正
し
く

は
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
い
い
、
国
保

の
加
入
世
帯
に

1
枚、つ

つ
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
さ
れ
た
ら
内
容

を
よ
く
確
め
て
、
常
に

手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ

h

「ノ
O病

院
な
ど
に
か
か
る

と
き
は
必
ず
保
険
証
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
な
し
で
診
療
を

受
け
る
と
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

⑧
⑮
⑬
 

筋
隣
な
も
の
は
出
さ
な
い
で

清

掃

セ

ン

タ

ー

宮

④

3
1
0
0

不
燃
物
処
理
設
備
で
6
月
幻
日
に
て
)
は
取
扱
庖
に
引
取

っ
て
も
ら

爆
発
事
故
が
あ
り
多
額
の
修
理
費
が
う
か
、
直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
原
因
は
点

τム

持
込
む
か
し
て
不
燃
物
集
積
所
に

プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ

(2
匂
人
り
)
が
は
出
き
な
い
で
く
だ
さ
い
。

混
入
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

O
白
下
ム
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
カ
ー
ト
リ

ッ

す
。
最
近
は
、
使
う
の
山
は
便
利
で
ジ
ま
た
は
燃
焼
ガ
ス
入
り
の
ス
プ

す
が
使
用
後
の
始
末
に
危
険
な
も
の

¥

が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
特

に

不

燃

¥

，

物
と
し
て
出
さ
れ
る
場
合
は
つ
ぎ
の
¥
¥
い

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
プ

ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ

(
小
型
も
含
め

転
出
や
職
場
の
健
康

保
険
に
入

っ
た
と
き
は

す
ぐ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
族
(
被
保

険
者
)
に
異
動
が
あ

っ

た
と
き
は
必
ず
市
民
課

ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
勝
手
に
書
き
直

す
と
、
そ
の
保
険
証
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

地球のせんたく命の洗たく

レ
l
缶
な
ど
は
、
使
用
後
に
か
ら

を
確
か
め
穴
を
あ
け
て
か
ら
別
の

袋
に
入
れ
る
な
ど
し
て
集
積
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
入

っ
た
缶
は
、
か
ら
を
確
か
め
蓋
を

し
な
い
で
集
積
所
ヘ
出
し
て
く
だ

:i
、4
0

‘
-r、・し
u

・

。
農
薬
な
ど
で
取
り
扱
い
の
危
険
な

も
の
は
液
の
入
っ
た
ま
h

出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
空
ピ

ン
を
確
か
め
葦
を
し
な
い
で
集
積

所
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※石けんは



(4) 

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
、

精
霊
船
や
供
物
な
ど
を
海
や
川
に
流

さ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
集
積
地
は
、
各
地
区
ご
と
に
設
け

ま
す
の
で

必
ず
指
{晶
君
附
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
搬
入
は
午
後

9
時
ま
で
に

完
了
し
、
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

りむおおl川 H昭和59年8月1日川

指

~ 

I-e. 

集

積

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

l

三
浦
地
区

鈴
田
地
区

ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区

下
水
道
浄
水
管
理
セ

ン
タ
l
西
側

竹
松
地
区

オ
ー
ケ
ー
フ

l
ド
空
地

広
場

福
重
地
区

松
原
地
区

九郡
電川
2 ~可
号口

伏
原

埋

会冶

搬入は午後9時までに

は

ら111川

大村湾を美しく

し

-
せ
ま
い
道
路

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
販
売
屈
付
近

・
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付
近

.
駐
車
場
と
そ
の
付
近

。
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販

売
庖
で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火

の
陳
列
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

島

問

一

大
村
小
学

E
7

2
「

L
1
1
4至

~一般車両通行禁止

む

大村地区交通規制略図

おお市政だより

(図 1) 

↑ 

至大村駅

」
コ
コ

「

(5) 

立
地

菅
瀬
地
区

荒
瀬
、
田
下
、

黒
木

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
長
、
各
出

張
所
ま
た
は
生
活
環
境
課
公
害
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交

通

規

制

を

実

施

地

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、

午
後
7
時
初
分

l
m
昨
ぬ
分
ま
で
交

通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

。
大
村
地
区

(図
1
)
西
大
村
地
区

(図
3
)
は
関
の
と
お
り
、

一
般

車
両
の
通
行
を
禁
止
し
ま
す
。

。
鈴
団
地
区
の
三
鈴
橋
集
積
地
付
近

は
、
三
浦
方
面
か
ら
の
精
霊
船
は

田
久
保
バ
ス
停
か
ら
右
折
し
て
農

道
を
通
り
集
積
地
ヘ
、
与
崎
三
差

路
か
ら
は
三
鈴
橋
を
渡
ら
ず
に
小

江
川
橋
を
渡

っ
て
右
折
し
川
沿
い

に
進
み
、
県
道
に
は
止
ま
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
車
両
は
、
小
江
川
橋
か
ら
集

積
地
ま
で
の
道
路
、
田
久
保
バ
ス

停
か
ら
右
折
し
た
農
道
に
は
進
入

で
き
ま
せ
ん
。

(図
2
)

O
精
霊
船
を
車
に
積
ん
で
運
搬
す
る

場
合
は
、
警
察
に
届
け
出
て
指
定

車
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
0

0
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行

は
で
き
ま
せ
ん
0

0
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、
大
村

地
区
は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

入
口
交
差
点
、
西
大
村
地
区
は
パ

ー
ル
レ
l
ン
前
と
松
並
の
交
差
点
、

福
重
地
区
は
寿
石
油
庖
前
交
差
点

と
し
ま
す
。

国
道
の
通
行
は
危
険
で
す
。
遠
ま

わ
り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を
横
断

し
て
く
だ
さ
い
。

花
火
の
事
故
を
防
ご

う

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け

'1
1

が
人
が
出
ま
す
。
次
の
こ

と
を
守

っ
て
事
故
が
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

0
精
霊
船
に
は
花
火
取
扱

者
を
決
め
て
、
そ
の
人

の
責
任
で
花
火
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

花
火
取
扱
者
は
警
察
か

ら
渡
さ
れ
る
ワ
ッ
ペ
ン

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
0

0
花
火
は
次
の
場
所
で
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
0

・
人
出
で
混
雑
し
て
い

る
所

だ
さ
い
0

0
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
、

万

一
の
事
故
に
備
え
て
消
火
用
水
、

器
具
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

。
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な

花
火
の
使
い
方
は
、
法
令
違
反
と

な
り
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。
矢
ピ
ヤ
、
乱
玉
は
危
険
で
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

当
日
、
所
持
し
て
い
る
場
合
は
警

察
で
預
り
ま
す
。

そ

他

の

注

意

の

。
精
霊
船
の
全
長
が

2
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
場
合
は
、
警
察
で
道
路
使

用
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

。
精
霊
船
を
車
両
で
運
搬
す
る
と
き

は
、
危
険
で
す
か

ら
灯
ろ
う
の
火
は

必
ず
消
し
て
く
だ

さ

け

。

酌

ー

の停

の

止

ス

船
禁

L
V

霊

行

ゆ

精
通

V
U
J
U

館

田

精

ほ

z

-d

平

し
(
下
「E?
 

イル

一般車両

通行禁止‘

精霊船搬入経路

% 

@一一ー

三鈴橋付近(図 2) 

。
精
霊
船
を
車
両
で
運
搬
す
る
と
き

は
、
横
積
み
を
し
な
い
で
く
だ
さ

3
0
 

。
精
霊
船
は
長
さ
叩
m
、
幅
口
m
、

高
さ
口

m
以
下
に
し
て
く
だ
さ
い
0

0
精
霊
船
は
道
路
上
で
は
回
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

|… |ι 
「
「
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一般車両通行禁止

歯
を
守
る
よ
い
子
の

図
面
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

募

集

テ
ー
マ

よ
い
歯

・
つ
よ
い
歯

・
元

気
な
子

応
募
資
格

就
学
前
の
幼
児

応
募
方
法
・

画
用
紙
(
四
つ
切
大
)

・
色
材
料
、

用
具
は
自
由

二
長
に
、
住
所

・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

年
齢
・
郵
便
番
号

・
電
話
番
号
を

書
い
て
く
だ
さ
い
(
幼
稚
園

・
保

育
園
児
は
園
名
も
書
い
て
く
だ
さ

.-人
1
点

応
募
期
限

9
月
初
日
側
、
当
日
消

印
有
効

送
り
先

県
保
健
部
保
健
予
防
課

(
干
制
長
崎
市
江
戸
町

2
!
日
)

!個
員人

納E事
題:業
35税

納
税
通
知
書
を
、

8
月
上
旬
に
差

し
あ
げ
ま
す
の
で
、

8
月
白
日
ま
で

に
わ
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

1
期
分
お
よ
び

2
期
分
の
合
計
税
額

が
、

1
万
円
未
満
の
場
合
は
全
額
、

1
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

優劇鞠
食中毒に
ご用

食
中
毒

が
発
生
し

や
す
い
時

期
に
な
り

ま
し
た
。

食
品
川
豆
来

者
の
皆
さ

ん
、
ご
家

庭
の
皆
さ

ん
、
食
品

の
取
扱
い

に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
食
中
毒
予
防
の
た
め
に
は
〉

O
調
理
の
前
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い

中ま
1
レ
ト
ム
?
っ
ノ
O

O
炊
事
場
、
製
造
所
な
ど
は
、
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
食
べ
物
は
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な

う
ち
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

P

「ノ
。

O
冷
蔵
庫
の
た
よ
り
す
ぎ
は
禁
物
で

す
。

O
冷
蔵
庫
の
中
の
温
度
は
、
常
に
摂

氏
叩
度
以
下
に
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
P

フ
。

nノ
宇
品

1
u
b
y』
O

※
県
税
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

諌
早
県
税
事
務
所
(
宮
諌
早
②

0

0
1
0
)
へ
。

(不燃物収集日の毎月 1回目に集めます)

大
腿
四
頭
筋
等

拘

縮

症

検

診

期
日

8
月
初
日
間

受
付

午
後
1
時
1
1
時
初
分

場
所

大
村
保
健
所

対
象

四
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
人

(大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
)

歩
き
方
が
お
か
し
い
、
こ
ろ
び
や

す
い
、

す
わ
り
方
が
お
か
し
い
、

疲
れ
や
す
い
、
下
肢
を
痛
が
る
、

出

っ
尻

(
三
角
筋
拘
縮
症
)

姿
勢
が
お
か
し
い
、
腕
が
体
に
つ

か
な
い
、
肩
甲
肩
が
で
つ
ぱ
っ

て

い
る
、
肩
が
下
が
る
、
肩
の
動
き

が
悪
い
、
肩
が
い
た
い
、
肩
で
音

が
す
る
、
腕
が
つ
か
れ
る

(
殿
筋
拘
縮
症
)

股
を
聞
い
て
歩
く
、
正
座
不
能
、

座
っ
た
時
に
股
が
ひ
ら
く
、
座
る

と
後
へ
倒
れ
や
す
い
、
あ
ぐ
ら
を

か
け
な
い
、
椅
子
に
深
く
座
れ
な

い
、
し
ゃ
が
む
と
き
殿
部
で
音
が

す
る
、
尻
が
ひ
っ
こ
ん
で
い
る
、

し
こ
り
が
あ
る
、
用
便
動
作
が
不

向
口
市
出

※使用済乾電池は不燃物集積所ヘ

O
食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
は
、

よ
く
洗
い
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
ね
ず
み
、
は
え
、
ご
き
ぶ
り
の
駆

除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で

食
中
毒
は
防
げ
る
の
で
す
。

食
品
衛
生
の
三
原
則
は
、
清
潔

・
迅

速

・
加
熱
又
は
冷
却
で
す
。

市役所玄関前)

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を

募

集

し

ま

す

午前 9時30分~正午

テ
ー
マ

食
品
衛
生
、
食
中
毒
予
防

の
啓
も
う
を
表
わ
す
も
の

応
募
資
格

小
中
学
生

応
募
期
限

9
月
5
日
附

応
募
上
の
注
意

作
品
の
裏
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)

性
別
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん。

応
募

・
間
合
わ
せ
先

長
崎
県
食
品
衛
生
協
会
大
村
支
部

(
〒
脱
大
村
市
西
三
城
町
ロ
、
大

村
保
健
所
内
)

( 8月16日(木)※献血車巡回日

お

わ

び

と

訂

正

7
月
日
日
号
の
「
成
人
病
検
診

を
実
施
し
ま
す
L

の
7
ペ
ー
ジ
で
、

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
お
よ
び
乳
が

ん
検
診
の
実
施
病
院
名
(
別
表
1
、

2
)
は
(
別
表
2
、

3
)
の
誤
り

で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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空会場演目 青少年 i
器科包芸術劇場
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すす

入

整
E里
券
は
教
育

員

可
肝
遣

-e当
官
砂
怠
定
多
安
噂
遁
毒
事
‘
，

a

‘。

b 

霊山

節

考

むお

市
民
会
館

11111111111111111昭和59年8月1日川

出演/前田美波里、市村正親、浜畑賢吉ほか

9月21日(動午後6時市民会館

く前売券好評発売中〉

一般3000円/小中高生 1000円

発売所/森竹電器居、アオバラジオ居、長崎書居

コミュ二ティセンタ一、教育委員会

間合わせ先/教育委員会社会教青課
"-働制-姐-也民タ副嗣排戸時遁誠鵠~'活妨綜渇ゆ崎骨娩得凪帯。'Ii，~Öf$等瑞今");i':~~ ， ，.r.;1t-; '小~~~~-~~初公摂関輔が t弘前守含"'-.;;.
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自慢の腕で奉仕作業(~ 大村小学校ほか .. 
市内の大工さんたちがノミや金づちを振るい、学校|

の床板や窓などの修理を行いました。 I
学校関係者も大喜び、皆さんご苦労さまでした。一一」

分譲水に関する運用協定書調印式 (九 市役所)

昭和52年から続いていた哨分水問題b について、
県議会議長のあっせんした新協定に長崎・大村両

市長が調印しました。

' 84フラワー展で会長賞受賞 (~ 勤労青少年ホーム)
勤労青少年ホームのフラワーデザイン講座受講生の
グループが、，84フラワー展に出品。男事、会長賞に
輝きました。

夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご
そ
う

(
%

西
大
村
小
学
校

夏
休
み
を
前
に
、
西
大
村
小
学
校
受
通
安
全
母
の
会
主
催
で
司
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
教
室
」
を
開
催
。
4
年
生
以
上
の
児
童
が
、
実
通
指
導

員
の
お
姉
さ
ん
の
指
導
を
熱
心
に
受
け
ま
し
た

九
電
か
ら
の
お
願
い

子
供
の

感
電
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

毘
虫
採
集
、
魚
釣
り
、

水
遊
び
と
子
供
の
夢
を
大

き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
楽
し

い
冒
赤
み
。
こ
の
盲
深
み

に
多
い
感
電
事
故
か
ら
子

供
を
守
る
た
め
「
危
な
い

と
こ
ろ
で
は
遊
ば
な
い
で
」

と
ひ
と
言
・
・
:
:

-
セ
ミ
と
り
な
ど
で
電
柱

に
の
ぼ
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

-
電
線
の
近
く
で
の
木
の

ぼ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
0

・
電
線
の
近
く
で
飛
仔
機

あ
そ
び
は
や
め
ま
し
ょ

』つ
。

-
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対

さ
わ
ら
な
い
で
、
す
ぐ

九
州
電
力
大
村
尚
曇
来
所

(
宮
②

2
1
7
1
)

へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(毎週火・金曜日、午前10時~午後5時)合③4070※子育て電話相談室
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福
祉
の
ひ
る
ほ

、bむおお
川1111川'"川川

福
祉
年
金
所
得
状
況
届

福
祉
年
金
(
老
齢
、
障
害
、
母
子
)

を
も
ら

っ
て
い
る
人
は
、

8
月
の
支

払
い
を
受
け
た
ら
、
福
祉
年
金
証
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、
昭
和
回
年
度
に
所
得
制
限

で
支
給
停
止
に
な

っ
て
い
る
人
も
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
次
の
支

払
期
ロ
月
(
希
望
す
る
人
は
日
月
)

の
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

8
月
9
日
(
県
民
祈
り
の
日
)
午
前

U
時

2
分

8
月
日
日
(
全
国
戦
没
者
追
悼
式
)
正
午

長
崎
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
、
戦
争
で
犠
牲
と
な
ら
れ

た
人
々
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、

一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所

-
8
月
日
日
間
、
比
白
川
W
1各
出
張

所
、
保
険
年
金
課
年
金
係

-
8
月
日
日
同
1
お
日

ωl保
険
年

金
課
年
金
係

持
っ
て
く
る
も
の

年
金
証
書
、
印
鑑

間
合
わ
せ
先

保
険
年
会
品
課
年
金
係

※
8
月
は
日
日
が
第
2
土
曜
日
で
金

融
機
関
が
休
み
の
た
め
、
年
会
半
の

支
払
い
は
日
日
聞
か
ら
と
な
り
ま

す
。

一
福
祉
手
当
所
得
状
況
届

在
宅
の
重
度
障
害
の
人
で
福
祉
手

当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、
8
月
日

日
か
ら
9
月
刊
日
ま
で
に
福
祉
手
当

所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
刊
M

日
働
の
障
害
児
一
日
保
育
は

、

8
月
8
日
働
に
褒
更
し
ま
す
。

都
合
に
よ
り

も
し
、
提
出
が
遅
れ
る
と
8
月
分

か
ら
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所

福
祉
翠
福
祉
係

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑

間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

※
所
得
状
況
届
用
紙
は
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
へ

呂
田
8
e
g
n
ω
G

ね
た
き
り
の
お
年
生
町
り
に
対
し
、
て
保
護
課
厚
生
係
へ
提
出
し
て
く

心
の
や
す
ら
ぎ
と
福
祉
の
向

上

を

願

だ

さ

い

。

っ
て
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
を
差

提
出
期
限

8
月
日
日
制

し
あ
げ
ま
す
。

間
合
わ
せ
先

保
護
課
厚
生
係

対
象
と
な
る
人

9
月
1
日
現
在
、

日
歳
以
上
の
人
で
大
村
市
に
1
年

以
上
住
ん
で
い
て
6
か
月
以
上
ね

た
き
り
の
人

手
続
き

該
当
す
る
人
は
、
ね
た
き

り
老
人
見
舞
金
申
請
書
(
保
護
課

に
あ
り
ま
す
)
に
診
断
書
を
添
え

戦
没
者
ご
霊
前
に

供
物
を
差
し
あ
げ
ま
す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
各

地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て
戦
没
者

ご
霊
前
に
供
物
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

届
か
な
い
茎
娃
は
福
祉
課
社
会
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

( 8 月 18 日 (土)、午後 1 時~3 時、福祉セ ンタ ー )

県
忠
霊
塔
の

墓
地
供
養
を

行

い

ま

す

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市
支
部

主
催
に
よ
り
県
忠
霊
塔
の
墓
地
供
養

を
行
い
ま
す
。
関
係
さ
れ
る
人
の
ご

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

8
月
日
日
也
、
午
前
叩
時

場
所

県
忠
霊
塔
陸
軍
墓
地
前

※みみとことばの相談日

無
縁
墓
地
の

供
養
を
行
い
ま
す

無
縁
墓
地
の
う
ら
盆
供
養
を
行
い

ま
す
の
で
、
関
係
さ
れ
る
人
は
お
集

り
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
刊
日
俗
、
午
前
9
時

場
所

市
火
葬
場
裏
無
縁
墓
地

(徳

泉
川
内
町
)
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ふ
る
さ
と

史

跡

散

歩

教

室

歩
い
て
久
原
二
丁
目
、
木
場

一
丁

目
の
史
跡
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

8
月
初
日
間
、
午
前
9
時
初

八
刀

1
日
時
初
分

対
象
・
{
吾
貝

成
人
、
犯
人

受
講
料

無
料

講
師

深
草
静
雄
先
生

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
。

初

心

者

社
受
ダ
ン
ス
講
習
会

内
容

マ
ン
ボ
、
ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ル

パ
、
ボ

ッ
ク
ス

ル
ン
バ
、
ワ
ル

ツ

期
間

8
月
6
日
1
叩
月
8
日

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時

1
9時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

5
0
0
円

申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。

間
合
わ
せ
先

マ
ン
デ
ィ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
(
宮
③
8
0
2
1
渡
辺
)

み
ん
な
で
踊
ろ
う

f

h

コ
ミ
セ
ン
念
総
蜜
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利

内
容

盆
お
ど
り
、
バ
ン
ド
演
奏
、

用
し
て
い
る
団
体
が
、
親
睦
と
グ

歌

謡

、
バ
ザ
l
ル
、
グ
ル
ー
プ

ル
l
プ
活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め

作
品
展

盆
お
ど
り
大
会
を
聞
き
ま
す。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

家
族
揃
っ
て
踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

8
月
8
日
側
、
午
後
7
時

初
分

1
9時
日
分
(
雨
天
実
施
)

場
所

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

むおお市政だより(9) 

七ヨ
勘F 、三

動
労
青
少
隼

ホ
ー
ム

宮
⑧

1
3
5
3

大
村
若
人
の
つ
ど
い

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

期
日

8
月
四
日

ω

集
合
時
間

午
後
6
時

場
所

パ
l
ル
レ

l
ン
大
村

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
初

歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

チ
ー
ム
編
成

事
業
所
な
ど
を
単
位

と
す
る
1
チ
l
ム
5
人

(男
女
混

成
チ
l
ム
の
場
合
は
女
子
が
3
人

以
上
含
ま
れ
る
こ
と
)
で
、
お
歳

以
下
の
人
が
必
ず
3
人
い
る
こ
と
。

申
込
+
迂
刷

所
定
の
用
紙
で
参
加
料

(1
チ
l
ム
1
0
0
0
円
)
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

8
月
日
日

ω
(期限
前

で
も
お
チ
l
ム
に
到
つ
し
た
ら
締

め
切
り
ま
す
)

申
込
・
間
合
わ
せ
先

勤
労
者
青
少
年
ホ
l
ム

ス
ポ
ー
ツ

民

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

市毎自
週
日 9
曜月
日 2
日
祭 1
日 10
月

日

時
間

午
前
9
時

1
正
午

対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
初

心
者

(過
去
に
受
講
さ
れ
た
人
、

ほ
か
の
教
室
で
受
講
さ
れ
て
い
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

{
吾
貝

初
人

参
加
費

2
0
0
0
円

(
保
険
料
、

ボ
ー
ル
代
ほ
か
)

申
込
方
法

直
接
、
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
電
話

ハ
ガ
キ
な
ど
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

史

料

館

合
⑧

1
9
7
9

古
文
書
の
会
を

聞
き
ま
す

古
文
書
を
読
み
な
が
ら
「
郷
土
大

村
」
を
学
ぶ
会
を
開
き
ま
す
。

日
時

8
月
日
日
回
、
午
後
2
時

場
所

市
立
図
書
館
会
議
室

講
師

佐
竹
茂
先
生

間
合
わ
せ
先

史
料
館

ク
ル
1
7
・ザ
1
タル

審

員

事

第

泉

読

書

例
会

毎
月
お
目
、
午
後
1
時
羽
分

1
3
時
初
分

場
所

市
立
図
書
館

会
費

年
2
0
0
0
円

申
込
・
間
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
(
宮
②
2
4
5
7
)

簸

手

の

.0. 
Z玄

(毎月1日は少年の日)

ヨヨr
Z玄

.0. 
Z玄

定
例
日

毎
週
水
曜
日
、
午
前
9
時

初
分

1
正
午

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
1
5
0
0
円

申
込
・
間
合
わ
せ
先

宮
④
4
3
9
2
(古
賀
)

たくましく心豊かに

夏休み

時

所

象

容

B
場

対

内

※育て少年

子供大会
8月58日)午後2時30分-3時30分
市立図書館会議室

幼児、小学校低学年

スライド、腹話術、ゲーム、

エプロンシアター「ジャック

と豆の木J



(10) らむおお川l川

電
話
加
入
権
を

公

売

し

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す

日
時

8
月
8
日
側
、
午
後
1
時
初

八刀

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

物
件

(
大
村
局
)

④
0
4
0
2

⑤
1
6
8
6
 

④
0
7
9
6

②
3
8
2
7
 

③
5
0
4
4

④
2
0
5
6
 

③
5
9
8
1

④
2
2
8
5
 

③
5
0
5
7
 

間
合
わ
せ
先

税
務
課
収
納
係

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。
な
お
こ
の
お
知
ら
せ
は
、

7
月
幻
日
現
在
で
し
て
い
ま
す
。

公
売
開
始
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま

す

ま
す
。

(あさ が お〉

消
費
生
活
通
信
講
座

受

講

生

を

募

集

学
習
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

期
間

9
月
1
昭
和

ω年
2
月

学
習
内
容
・

住
生
活

・
今
話
題
の
食

べ
も
の
は
?
・
消
費
者
運
動
の
進

め
方

・
健
康
と
ビ
タ
ミ
ン

・
く
ら

し
と
水

・
く
ら
し
の
為
の
処
方
筆

学
習
方
法

順
次
配
布
さ
れ
る
テ
キ

ス
ト
で
自
由
に
学
習
し
ま
す
。

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
を
含

み
ま
す
)

※
郵
送
料
は
有
料
で
す
。

申
込
方
法

手
紙
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
ま
た
は
所
属
団
体
、

電
話
番
号
を
書
い
て
郵
便
切
手
を

同
封
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

8
月
お
日
出

申
込
・
間
合
わ
せ
先

県
生
活
セ
ン

タ
1
(
〒
脱
長
崎
市
大
黒
町
3
1

1
交
通
産
業
ピ
ル

4
F
、
宮
長
崎

⑫
2
7
8
1
)
 

固
有
財
産
を
公
売

物
件
①
土
地

(宅
地
)
湖

-
G
2
m

場
所
1
諏
訪
二
丁
目
別
番
臼

②
主
地
(
宅
地
)
湖
・
日

2m

場
所
1
諏
訪
二
丁
目
明
番
弘

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

8
月
紅
白

ω、
午
前
日

-主寸

入
札

8
月
初
日
側
、
午
後
1
時
初

分
、
長
崎
財
務
部
(
長
崎
市
)

間
合
わ
せ
先

長
崎
財
務
部
管
財
第

二
課

(
宮
長
暗
⑫
4
2
7
1
)

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
お
よ
び
現
地

に
掲
示
し
て
い
る
公
示
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

明
る
い
選
挙
啓
発
用

ン

ガ

募

ど
な
た
で
も
、
何
点
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

最
近
の
選
挙
に
お
い
て
感
じ
た
こ

と
や
理
想
的
な
選
挙
な
ど
を
内
容
と

し
た
マ
ン
ガ
を
募
集
し
ま
す
。

規
格

1
1
4
コ
マ
も
の
で
、
白
ケ

ン
ト
紙
B
5
(
即
×
別
叩
)
に
黒

1
色
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
・

サ
イ
ン
ペ
ン

・
筆
使
用
は
自
由
で

す
。

注
意
・

特
定
の
政
党
な
ど
に
有
利

・

不
利
に
な
る
も
の
は
除
き
ま
す
0

.
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
。

・
作
品
の
裏
に
住
所
、
氏
名

(
ふ
り

が
な
)
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

-
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
会
に
属
し
ま
す
。

応
募
期
限

9
月
初
日
側
、
当
日
消

円

U
L
司
3
J引
H
M

に
↑

4
f芯
A
K

応
募
先

僻
明
る
い
選
挙
推
進
襲
五

(〒
問
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

集

マ

日
開
制
お
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈醤
典
返
し〉

本
マ
竹
松
本
町
老
人
ク
ラ
ブ

1
タ
オ

ル
河
本
ほ
か

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
お
話

し
ほ
か

マ
三
期
会

1
舞
踊
ほ
か

マ
長
崎
市
古
賀
地
区
婦
人
会
l
芝

生
の
草
取
り

マ
森

・
好
田

・
中
島
・
岩
井
理
容

院
1
理
容
奉
仕

マ
高
原
生
花
庖

1
盛
花
ほ
か

マ
高
齢
者
健
康
ク
ラ
ブ

l
舞
踊
、

ソ
l
メ
ン

η
同
ほ
か

マ
大
村
遊
漁
組
合
1
き
す

4
h

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
井
石
ト
キ
(
武
部
町
)
1
0
0

万
円

清

和

国

へ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

マ
玉
扇
会
1
舞

踊

マ

赤

水

清

春

(

本

町

二

丁

目

)

大

マ
大
村
酒
販
青
年
会
l
タ

オ

ル

河

村

子

供

の

家

へ

1
万
円

合
帯
主
宰
由
w考古
也
事
事

W
S守合唱功
会
事首
会
審
食事
主
宰
喜
事
事

S
Z彰
台
事
事
彰
台
事

zgAwg合
wkZ蓄
食
事

Z
K
Z革命作

2
1
4
1
3
、
親
町
会
館
内
)

間
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
竹
本
孝
雄
(
木
場
二
丁
目

・
亡

父
正
)
金
一
封

マ
橋
本
昌
幸
(
竹
松
町

・
亡
母
チ

セ
)
1
万
5
0
0
0
円

マ
溝
上
勉
(
杭
出
津
二
丁
目

・
亡

妻
弘
子
)
叩
万
円

マ
杉
本
シ
ヅ
エ
(
松
並

一
丁
目
・

亡
母
ヤ
ス
)
5
万
円

マ
桃
田
満
枝

(原
口
町

・
亡
夫
孝

之
)
5
万
円

マ
峯
ヨ
シ
子
(
三
城
町

・
亡
夫
次

雄
)
3
万
円

〈
一
般
寄
付
〉

敬
称
略

市
立
病
院
で

消
防
訓
練
を
実
施

入
院
患
者
の
避
難
、
誘
導
を
目
的

と
し
た
消
防
訓
練
で
す
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
非
常
放
送

が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
為
の
も
の

で
す
の
で
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
6
日
間
、
午
後
3
時

( 8月16日(柄、午後4時より、雨天順延)※竹松納涼盆踊り大会
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